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RiceinMalayaaimstorelatethehistoricalchanges

and reglOnaldiversltyOrricecultivation in the

MalayPeninsulatothegeographicalandsocio一

ccOnomicsituationtherefrom prehistorictimesto

thebeginnlngOrthetwentiethcentury･Ricein

tileprehistoricandearlyhistoricculturesorSouth-

eastAsiaisdescribedinthefirsttwochapters,which

citearchaeologicalandhistoricalevidencefわrthe

ageandareaororiginationorricecultivationand

itsspreadtotheMalayPeninsula･ Ricecultiva-

tionhadbecomewidespreadtllrOughoutthepen-

insulabythebeginnlngOrthenineteenthcentury,
andchapter3illustratesthecycleofoperationsin-

volvedinshifting,semlPermanentandpermanent
cultivation atthattime. Italsodescribesland

tenureandthegradualchangesintheconceptor
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landasrealpropertyinMalayansociety･

AsameanstounderstandthediversltyOrde-

velopmentofricecultivation,theallthorproposes

thatfourmajorregionsOfricecultivationemerged

between thenineteenth and theearlytwentieth

century･ The丘rStisthenorthernreglOnCentered

uponKedah,thecolonizedlandsorPellangand

Province Wellesley,and Kelantan,Trengganu.

Perak,apartftomthetin-mlnlngareasinthesouth,
isalsoincludedandoffersafineexampleofdevelop-
mentunderBritish rule. Second,thesouthern

reglOn includestheplain orMalacca,which is

largelynon-Minangkabauinitstechniques,tradi-

tionandlaw,togetherwith thecontrastlngMi-

nangkabau landsorNegriSembilan･ Thethird

reglOn〉WhichincludessouthernPerakItileWhole

orSelangorandPahang,comprisedtlle m̀arches'

areas,whererice一growingwasorlittleimportance.

ThefわurthreglOn,thatorthehillpeoples,wasonly

partlyknownduringthenineteenthcentury･

Theremaining chaptersfわcusmainly on tlle

northernandsoutherncentersorricecultivation,
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dealingwithtlletraditionalorcommoncultivation

methodsandtheirdistribution;acreagesofpaddy

丘elds,Withmanystatisticaldataonland-ownership

andtheracesengagedinrice-growing;thesocio･

economicbat:kground;andschemesf♭rexpansion

orriceculdvation,tllemotivesbehindthem and

theratestheymet. Thediscussionontheexpan-

sionorcultivatedareainrelationtothereglOnal

pattem oreconomicdevelopmentinacolonized

areaindicatesthatlarge-scaledevelopmentsuc-

ceeded moreoften underMalayinitiativethan
British.

Finally,theauthorproposesatypologiCalscheme
whichcomprehendsallthespatialpatternsofrice-

ここに紹介するRiceinMalayaIAStudyin

HistoricalGcographJは,先史時代から植民地

時代を経て今世紀初めまでの,マレー半島各

地域の稲作の変遷の過程を社会 ･自然環境 と

の関係で明らかにしようとした ものである｡

著者 R.D.Hillは本書の出版時 (1975) に

はホンコン大学の地理および地質学科の講師

であったが,本書の内容は同氏がかつての勤

務地 シンガポール大学において行なった研究

の成果であ り,そこで学位論文 として1973年

に提出された｡先史時代から現代に至 るマレ

ー半島の稲作の歴史を地域ごとに論述するに

あたって,著者はとくに植民地時代以後につ

いてはマレー各州の刊行物をはじめ未公開の

資料を数多 く利用してお り,参考にした多 く

の資料は巻末に示されている｡各地域の往時

の景観や稲栽培の状況を推定するにあたって

は,当時の行政官の報告書や,多 くの州刊行

物の引用によるところが多い｡しかし,本書

はこのような文献のみによる研究にとどまら

ず,著者自身によるマレーシアをはじめ内外

各地域での現地調査にもとづ くものであるこ

とは,著者 も緒言において述べているとお り

である｡

全編は9章から成 っている｡第 1章 『東南

アジア先史時代の稲』 と,第 2章 『歴史時代

初期｣は,大航海時代前後までのマレー半島
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growlng in theMalay Peninsula. Thescheme

couldbeusedtoclassifytheecotypical1yvaried

patternofrice-growing,butdifncultyremainsin

itsapplicationtoevolutionaldevdopment,becau£e

multi-ancestralanddifferenttypesofrice-growing

wereintroduced intothepeninsulain different

agesandindifferentareas. OntheorlglnanddisI

persionofcultivatedricein theMalayPeninsula

andadjacentareas,amoredetailedandprecise

theoryshouldbeprovidedbyrecentstudiesinthis
丘eld.

Throughoutthisvolume,theauthorhassuccess-

fully combined geographicaland historicalapt
proachesin depictlngriceinMalaya.

および近隣地城の農耕の発展段階と社会的状

況を文献的に明らかにし,この地域における

稲作の源流をたどることにあてられている｡

第 3章 『植民地経済の時代まで｣では19世

紀初めまでのマレー半島について,北部では

ケダ,ベラク,南部ではマラッカ,パハンを

中心にそれぞれの地域の農耕を主とした生業

の状態を考察 している｡

第 4章から第 8章では,19世幕己初めから20

世紀初めの各地域の稲作の展開過程を明らか

にするため,在来の稲作様式,各地域の社会

･経済,新たな稲作のための入植事業の推移

とそれに関与 した地域 の資本家, 行政 の動

き,濯概施設の整備や入植者の対応などがし

るされている｡ 終章の第 9章では,以上の各

地域および時代を通観 して,マレー半島の稲

作方式の寮型化を試み,その変遷進化の過程

について考察を加え,地域の経済発展様式と

人口増加,農地の拡張の関連について,歴史

地理学的に考察している｡

本文 200ページ,表20,図19およびマレー

語の稲作関連語表,資料 ･文献目録からなる

本書の内容は,大 きく分けるとつぎの 3つか

らなるとみてよい｡まず考古学や史学の文献

を引用,総括することによって,稲作の起源

とマレー半島における伝統的稲作のルーツを

明らかにすること,ついで植民地時代におけ
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るマレー半島各地域の稲作の実態を,資料 ･

文献によって,社会経済的背景および稲作に

従事 した人種などとの関連で,歴史地理学的

に明らかにすること,最後にマレー半島の稲

作様式の歴史的な多様性や地域性にもとづい

て,稲作技術の類型化 とその変遷進化の図式

化を行 うことである｡

以下, 孝を追ってその内容 の概略 を紹介

し, とくに稲作の伝播,稲作技術の地域的変

異 とその類型化など評者の専門にかかわる部

分について検討を加えたい｡

Ⅰ

第 1章では,マレー半島がフィリピン,ジ

ャワ,スマ トラなどとともに東南アジア地域

では最古のホアビン文化の圏内にあ り,紀元

前2500年ごろまでには農耕段階に移行 したこ

とを考古学的資料にもとづいて述べている｡

B.C.5世糸己以後 の トンキン地方 を中心 とし

た ドンソン文化の時代には,ラオス, ビ ルマ

と同様にマレー半島を含む東南アジア島興部

には,特徴のある銅鼓 (ドンソン ･ドラム)

が広域にわたって分布したことか ら,稲作が

この地域で古 くか ら行なわれた可能性が示唆

される｡ しかし著者は,この銅鼓の分布だけ

か らただちにその地域に水稲作が行われてい

た証拠 とするのは早計であると考 えている｡

アジアの大陸部の農耕の初期段階では,傾斜

地の棚田や畑地におけるタロイモ, ミレット

類を主 とした栽培体系が水稲作よりも先駆的

でまた一般的であったように,マレー半島部

で も畑作がまず行われ,そこに稲 も多 くの作

物の一種類 として受容 きれていたにすぎず,

水稲栽培の歴史は畑作に比べて新 しいという

のが著者の主張である｡

第 2章では,マレー半島の稲作の源流をた

どり,その北に隣接する大陸部,すなわち,

トンキン,アンナンおよびメコン河流域を中

心 とするカンボジア,フナン,チャンバそし

て山岳丘陵地帯,およびシャムについて,棉

作の展開状況や社会的変化についての考察が

展開されている｡主 として文献による記述で

あり,マレー半島部の古い時代の稲作につい

ては,そのほとんどを歴史地理学者ホイー ト

リーの文献を引用 して,上記各地での稲作技

術の系譜との関連を探 っている｡

つづ く第 3章では,主 として19世紀初頭の

前後約50年間に出版 された,英文による著述

を引用することによって,半島各地域の農耕

の状況を北部 と南部に区分 して述べている｡

この時代 までには明 らかに マレー半島各地

で,稲作が行われるようになっていた｡北部

では, とくにケダのアロルスター付近が米の

生産中心地であった｡ しか し,南部諸地域で

は,内陸部では錫の採掘が盛んに行なわれて

お り,マラッカの海岸部では漁業や森林の生

産物,ヤシの利用が主であった｡内陸部の農

耕地では,水稲のほか陸稲や根菜類をふ くむ

畑作物が栽培 きれた｡ベラクはなお未開の森

柿,沼沢地が多 く,錫の生産が主で,米は弛

域の需要をようや く満たす程度であったとい

う ｡

以上が,第 1章か ら第 3章の概要である｡

稲作の起源の問題は,著者にとって専門外の

ことで もあって,文献資料による考古学,磨

史学的な考察に限 られ,とりたてて新 しい見

解は示 されていない｡ しかし第 2章,第 3章

に述べ られた稲作の諸系譜 と,マレー半島諸

地域にみられた稲作の様式をさらに検討 し総

合すれば,この地域における稲作様式の伝播

についていま少し明確な考えが提示されてよ

いのではないかと考えられる｡

著者はホイー トリーの記述を引用 して,西

海岸のケダで稲作が紀元 1世紀にまでさかの

ぼるほど古 くか ら行なわれていたという説に

は根拠はないが,最近の考古学的調査による

と, 8-9世紀までには型 を使った農耕が普
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及していたことは明らかであり,これをマレ

ー半島および近隣島峡部における型利用に関

するもっとも古い証拠であると述べている｡

一方,東北部の トレンガヌ,クランタンでは,

古 くか ら掘棒や短い鍬を用いる稲の直播栽培

が広 くみられたこと,稲は多 くの畑作物のひ

とつの種類 とみられる基本的な栽培体系がと

られていたことを,著者は多 くの報告書を引

用して明らかにしている｡

こうした一連の記述から,これらの地域の

稲作の基本的な系統づけを具体的に試みてみ

よう｡ 最近の考古学,歴史学の成果を引きつ

つ,高谷 [1985]は紀元前 1000年紀 の中ご

ろから,雲南を頂点 として,中国南西部,紅

河下流,東北タイにわたる地域に展開した稲

作を総括 して, ドンソン型稲作と名づけてい

る｡この ドンソン型稲作では丸い粒形の稲を

用い,掘棒,大鎌,麟耕等によって本畑ない

しは本田準備を行い,穂摘みをしていたのが

その特徴である｡ 著者は ドンソン ･ドラムの

存在だけを根拠に,その地で水稲作がすでに

行われていたと判断することは避けるべきだ

とした｡しかし,後章には トレンガヌ,クラ

ンタン地方では,19世紀以後 も丘陵地帯の先

住民はイモ類,雑穀類を栽培し,一万,河谷

部 との中間地帯では,掘棒や多数の家畜を用

いた跨桝による稲作がひろく行なわれていた

ことが, 多 くの 報告を引用して示 されてい

る｡ その伝播の時代は明らかではないとして

ち,ここにみられた稲作は,高谷のいうドン

ソン型稲作の系譜に属するものと考えられな

いか｡

またケダについての記載のなかで著者は,

この地で用いられた型がインド型にならった

もの,すなわちマレー型であることは明らか

であ り,また発掘調査の結果からも,通商貿

易を通じてインドの影響を著しく受けた社会

の存在が明らかにされているとしている｡紀

元 5-6世紀頃には長粒形の稲を持ち,型耕,
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散播,鎌刈,牛蹄脱穀 という一連の技術をも

つ,インド型稲作がインドシナ半島のメコン

下流平原部を席捲したと考えられている [高

谷 1985]｡ これらのことを総合すれば, ケ

ダではインド型稲作の伝播による型新をとも

なう農耕が展開されていたといえよう｡さら

にマレー半島南部での水田の呼称 sawahは

ジャワ起源の語であることからも明らかなよ

うに,マジャバヒト時代のジャワか らの影響

も裏づけられてお り,16世紀までには ミナン

カバウ族の移住 とともに,スマ トラから水稲

耕作技術が導入されたことは,著者 も述べて

いるとお りである｡

マレー半島の稲と稲作技術は,近代までに

す くなくとも以上にしるしたように,その技

術内容を異にする主要な系譜の伝播 と,その

相互の影響のもとに成 り立ってお り,地域性

も生じたのであろう｡ すなわち, もっとも古

くは大陸部に起源をもつ畑作が山地や丘陵地

帯に導入 され,後日そこに陸稲が受け入れら

れ,低地や海岸部では漁襟やサゴヤシ,バナ

ナの利用や森林 の生産物 の採集 も行われて

いたが,東北部にまず北方からドンソン型稲

作が到来 し,ついで西岸部にはインド型稲作

が導入 され, 地域 によってはそれ らが複合

し,または独白に,さらに他の地域に導入さ

れた古い歴史がある｡ その後 さらに,ジャワ

やスマ トラからインドネシア経由の稲作が導

入されたが,これもまた地域によって原型の

まま,あるいは複合しつつ受け継がれ,地域

的に技術的な進化がみられたものと考えられ

る｡

ⅠⅠ

第 4章以下の5つの章では,19世紀初めか

ら今世紀に至る時代について,マレー半島を

4つの地域,センターに分け,それぞれの地

域における稲作を中心 とした農業の発展の状
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況が述べ られている｡

第 1の地域は北部の稲作の中心地である｡

まずケダ,ベ ル リスをはじめ,当時まだ繁栄

していたクランタン,都会的で工業的技術を

有 しながら,社会,経済的に混乱 していた ト

レンガヌ (第 4章), 植民地化の影響の強 く

現れたペナン,プロヴィンス ･ウェルズレ一

一現ペナン州- (第 5章), また英国の 統治

下で水田開発が進められたベラク北部 (第 6

章)を含んでいる｡

ケダは17世紀のアチェ王国による支酉己,19

世紀前半までのたび重なるシャムとの攻防な

ど動乱の時代を経験 したが,1880年代には地

元の貴族階級による水田入植事業の着手がク

ランタンからの農民の流入 とあいまって,か

ってのコショウ生産地をアロルスターを中心

とする米の生産地に変容 させた｡ これには英

国に領有されたペナン-の米の供給の必要性

が大 きな刺激 となった｡

著者が第 2の地域 としたのは,マラッカ平

野部を中心に近辺のヌグリスンピランおよび

マラッカ北部のナニン地区の ミナンカバウ族

の居住域を含むが,技術,伝統および法制の

すべてにおいては在来マレー人の地域である

(第 7章)｡ ついで第 3の地域は ベラク南部

地域, セランゴールおよびパハンなど, 山

岳 ･森林地帯 と定着的な水田地帯の中間に存

在するいわば境界的な地帯である｡ マレー人

によって稲作が行われていたが,これらの地

域はまた錫の産地で もあって,錫採鉱 と水稲

栽培の利害関係の対立がしばしば生じ,鉱淳

による被害を防ぐため,採鉱が禁止された場

合 もあった｡

著者が第 4の地域 としたのは,マレー人社

会にとってはその辺境,先住民の居住する地

域である｡ ベラク,セランゴール,パハンな

ど広域にわた り,高度約 2,000フィー トまで

の丘陵地で焼畑耕作を行 う地帯である｡ 作物

としては,比較的新 しく導入 されたキャッサ

バを含む各種の根菜類,バナナ, トウモロコ

シ,ハ トムギ,それに稲が栽培 きれた｡ただ

し,稲は必ずしも主要な作物ではなく,場所

によっては19世紀半ばにマレー人によって,

はじめて先住民に紹介 されたとする報告 もあ

る｡ なお,海岸部に住む先住民は米の栽培は

行わず,わずかなが ら根菜類を栽培 し,バナ

ナをもっとも多 く利用した (第 8章)0

この時代の記述は対象 とする時期を必ずし

も統一 し得てないのは著者 も自ら認めるとこ

ろである｡英国による諸州の統治権の獲得の

時期の相違にもとづ く記録や資料の存否が原

因である｡

さて以上の地域区分は,稲作の歴史地理学

的な地域区分 としてはたして適当であろう

か｡第 1の地域は,稲作展開の歴史的背景を

異にし,とくに植民地時代の到来による社会

的状況 も異なるマレー半島北部の東西地域を

すべて包括 している｡ 在来のマレー稲作の系

譜を重視するならば,この第 1の地域につい

てはさらに検討の余地があろう｡

ここで著者のいう第 1の地域について,簡

単に内容の紹介を行なっておこう｡ケダ地区

の本来の中心地はケダ南部にあ り,ケダ北部

は18世紀末までマングローブや湿地林によっ

て占められていたがこの時期に,ワンマッサ

マンによるアロルスター ･ケダ山運河をはじ

め,多 くの運河の掘削が行われ,稲作のため

の入植がはじめられた｡ しか し運河相互の連

絡は完全でな く,また漕艇排水路 としての機

能 も,期待したほどではなかったという｡だ

がこのような事業 は, 土地 の もつ財産 とし

ての価値をあらためて認識 させる契機 となっ

た｡著者はケダ河周辺やケダ水路沿いの水稲

作地帯の詳細な地図を作成 し,また1911年に

おけるこの地域の人種別稲作従事者の全勤労

者にしめる割合を調査 した結果,稲作従事者

としての数 も全勤労者中の割合 も圧倒的にマ

レー人が多 く,また大 きいことを明らかにし
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た｡

ペナンでは,小規模ながら稲作を含む集約

的な土地利用が進行 した｡そこでは消費地 と

しての性格が強いことを裏づけるため,1807

年～61年にわたる米の価格の推移が,表およ

び図によって示されている｡

プロヴィンス ･ウェルズレ-では,肥沃な

土壌 と地形的有利 さとがあいまって,道路整

備を含む入植事業が積極的に進められた｡こ

の地域については,水田と畑の地理的分類,

耕地中の水田割合をはじめ,人種,階層別の

農地所有規模と利用状況,地域別稲専業農民

の戸数や耕作規模が示 されている｡1830年ご

ろのウェルズレ-では,北部のムダ河周辺で

は水田の占める割合が大 きく,南部のジュル

河以南では畑地が多かったが,マレ一系農民

は非マレ一系農民に比べて水稲作を選ぶ割合

が,やや多かったことが示されている｡

ベラクでは, ベラク河流域 や セラマ河流

域,およびスリム地区が農業の中心地であっ

た｡地域別の稲栽培面硬 と人口,耕地 と可耕

地面債,入植地を含む稲作が行われていた地

点,入植状況,米の輸出,輸入量などが多 く

の図表によって示 されている｡

クリアン,ラル トでは,1870年代に英国統

治下において,ヨーロッパ人による稲作経営

が行われてお り,ラル トにおける錫採掘の進

展が, 周辺部 に稲作地 を増す きっかけとな

り,またペナンか らの稲の出作 り耕作 も盛ん

であった｡立地条件 としては排水が悉 く,気

候条件によって稲の作李 も限定 されていたた

め二期作化の試みも成功をみず,小作人の定

住性が悪 く,事実上事業は失敗している｡以

上の新 しい入植地に適用された稲作技術につ

いては,たとえば上記 クリアンの新しい入植

地では,植付け棒 (tajak)を用いた稲作が行

われたという記載がみられるほかには明確な

記述はない｡

東部のクランタンでは天災などによる被害
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が重なったが, 20世紀 に入った直後 の状況

は,河谷の下流部やデルタ地帯で天水田,濯

概水田での水稲の移植栽培が,上流部では3

年に 1回作付けの天水田での直播栽培が一般

的であったという｡ 休閑中の水田跡地では,

多 くの牛 や 山羊が放牧 され, その中には下

流部での農耕に使役 された家畜 も含まれてい

た｡ トレンガヌでも同様に天水田を含む水田

が利用され,家畜飼養 も盛んであった｡

つぎに第 2の地域のうちマラッカ平野部に

ついては,19世紀初頭までは米の自給が可能

であったが,地域の米の平均収量はエーカー

た り約 290ガンタンであったという｡当時の

ウェルズレ一における平均収量,エーカー当

た り350ガンタンに比べると約80%に相当す

る｡ 北部に比較して硬い粘土質土壌で,その

肥沃性が劣っていたことが低収の原因であっ

たという｡また1890年ごろには米の自給が年

間の 3カ月分相当に低下してしまったが,こ

れは自然環境,技術の問題ではなく,十分の

-税のとりたて,地主階層の無力など,法令

や社会的な問題が大 きく関わらていたとして

いる｡小作人 (rakyat)は作物の収穫量を一

方的に査定 きれ,かつ物納でなく金納を強制

されたため,小作料支払いを拒香 し,内乱に

まで至 って農地は荒廃した｡

他方,山間河谷部の ミナンカバウ族の農地

では濯概によって水稲が栽培 され,またほか

に陸稲, トウモロコシ,コショウなどの作物

も複合栽培下に置かれていた｡ ミナンカバウ

族についてはマラッカ,ヌグリスンピラン地

域の彼 らの居住域や,1870年～1910年の稲作

地の面積,そしてマラッカ,ナニン地域の19

世紀以降の稲作地域や ミナンカバウの人口な

どが図表で示されている｡彼 らの地域では農

地の所有面積は小さく,作物複合を維持しつ

つ稲作への執着も著 しく強かったというが,

農業生産の商業化はみとめられなかった｡こ

れに対 して,マラッカ平野部の在来マレー人
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の入植地では上記のように一般に農業の発達

は期待できない状態ではあったが,地域によ

っては野菜などの市場むけ生産の専門化,商

業化が部分的に進行し,商業的生産の段階に

入っていた｡

以上の各章では,1830年ごろから今世紀初

めまでの各地域の稲作の展開,推移が多 くの

資料をもとに,その地域ごとの自然や社会条

件との関連で詳細にしろされている｡ なかで

も第 1の地域については,多 くのページがさ

かれてお り,19世紀から20世紀初めにかけて

の水稲栽培を目的とした耕地の拡張および入

植事業の成果を,その規模 と事業の主体別に

比較検討 している｡ 著者はケダやベルリスに

みられた,主としてマレー人主導型の大規模

な開発が成功をおきめたのは,計画自体が推

進者の公共的立場 と個人の利益追求の点で一

致 していたこと,また地域における彼 らの社

会的地位が高かったことが大 きく関与したと

いう点 を指摘 している｡ 一方, 英国人主導

型の大規模な開発事業はクリアンに名をとど

めてはいるが一般に成功を収めることはでき

ず,またベラクやセランゴールにおけるイン

ド人,中国人を対象 とした入植事業 も成功に

至 らなかった｡クリアンにおける成功がマレ

ー人の稲作農民を移住 させ,自営的農民を作

り出すことによって初めてもたらされたこと

と対照的である｡

著者が多 くのページを割いて明らかにしよ

うとしたのは実はこれらの事実であり,その

ことを通じてマレー人の農耕社会 の特性を

提示することであったのではないかと思われ

る｡ここに示された多 くの事例を通じて著者

は,外部に開かれたマラッカ社会発展の契機

ともなった近代的産業部門の錫鉱山事業がお

おむね外来の移民を用いることによって成立

し,一万マレー人は伝統的産業部門にとどま

り,水稲耕作を担 うことになった,その歴史

的な過程を鮮明に描 き出しているのである｡

ところでこれらの 入植事業 の 成否 につい

て,著者はその失敗した場合の原因を,雇用

や税金など社会的要因とともに,入植地にお

ける濯概排水路などの設計施工上の不備,つ

まり技術のレベルの低 さにもよるところが大

きいとしている｡ しかし,上記のクリアンの

入植地などにおける稲の収量性の低 さは,港

概技術の低 さのみにその原因を帰してよいも

のであろうか｡マレー半島の稲作を規制した

自然条件の関与については,土地環境 と稲の

生産力についての最近の総合的研究の成果に

よって,再考してみることも必要であろう｡

マレー半島の西岸は主に海成沖積土,腐植質

グライ化土嚢,泥炭土などによって縁どられ

ている｡ もしこれらが汽水条件の沼沢地や浅

いラグーンの状態にある場合,それを干陸す

ることによって,土壌は強い硫懐醸性をしめ

すに至 る [古川 1976:379]｡入植地はその

立地条件からみて,一般にこのような条件の

ところに設けられる機会が多かったことであ

ろう｡これらの土地では,入植後短日月の う

ちに稲作によって安定した収量を得ることは

困難で,農民のうちか ら多 くの脱落者がでる

ことも容易に想像できる｡こうしたことが,

社会的要因とともに入植の成否に関わったで

あろう｡ 土嚢や自然の立地条件に対する,個

人的とみるよりは社会的な総合的農耕技術の

未成熟 さにも,注目することが必要かと思わ

れる｡ 事実, 東海岸部 では湿地帯 での移動

耕作があったが,こうした懐性湿地における

稲作 も不安定であったことは想像にかたくな

い｡ また, その地域では多 くは食料 として

主 としてサゴヤシに依存し,生業 としては漁

莱,ヤシの葉を編んだ建材 ｢アタップ｣の生

産に依存した｡ 稲作の不成功によって住民達

は,サゴヤシ澱粉によって生 きのぴたという

記載 もみられるが,実は食物 としての米-の

依存の基本的姿勢 というのは著者が考えてい

るよりも柔軟性に富んでお り,サゴヤシのみ
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ならずバナナや多 くの種類の根菜類は,かれ

らにとって本来米以上に親しみのある食品で

あった｡｢マレー半島の大部分では水稲耕作

は恵まれた自然条件を念入 りにコントロール

して,その手法をみがきあげてきたというよ

りは,完全な コントロールの不可能 な条件

を前提として成立してきた｣という 『マレー

農村の研究』のプロローグの一節 [口羽ほか

1976:4]は, 入植事業の成否にも関わ りの

ある,この地域の自然的 ･社会的状況を端的

に表しているといえよう｡

ⅠⅠⅠ

終章では,著者は各地域の稲作の推移を総

括し,稲作の類型化を試みることによってマ

レー半島における稲作様式の進化過程を明ら

かにしようと試みている｡

著者は稲作様式の類型化にさいして,もっ

とも古 く導入された技術としては焼畑が基本

であるとしたうえで,稲作については複数の

原型を想定し,また稲作技術の進化は一方的

な段階としてとらえるのではなく,停滞,と

きには逆行を伴 う過程として考えることを前

提とした｡ その結果, 原型としてまず,A;

2-3年周期の作付けと休耕による稲を含む畑

作を考え,その上で,B:短期耕作,C:半永

久的耕作,そして,D:通年作付けきれる永

久耕作, に区分する｡ ここで Bをさらに,

傾斜地による焼畑と平地 ･湿地における薮地

耕作 にわけ, 技術的なバリエーションとし

て梶棒使用の有無と散播 ･穴播の別を考慮す

る｡ また Cは2-3年周期の作付けと休耕

によって,稲を主な作物として栽培する湿地

耕作,同様に1-2年周期の平地耕作,平坦

地における3- 5年を周期とする作付けと草

生休耕に区分 した｡この場合 も付随的な変異

として綿棒,膳所,鍬耕または型の利用や畦

畔の存否,直播であるか移植であるかを考慮
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する｡最後の D通年の永久耕作 になると,

移植による栽培が普通になる｡この段階では

畦畔の存否,濯潜方式,他の作目との輪作

の様式が変異として考慮される｡このように

して著者は,稲作の粗放で初源的な作付体系

から徐々に集約的な耕作体系へとむかう過程

杏,ボズラップの示した森林または薮地休耕

から短期休耕へ,さらに永久耕作へという発

展過程 [ボズラップ 1965]に,それぞれ対

応させ,その過程の移行を可能にした技術的

進化について考察している｡

著者はすでにマラヤにおける稲作の技術体

系についての類型化を行い,Wetrice,Dry

riceがマラヤでは移植稀,置播稲に相当する

としたうえ,更にそれぞれを天水田 ･漕概水

田,永久耕作･休閑耕作にわけた [Hill1966]｡

本書ではそれをさらに検討して,稲作の技術

進化の問題を論じようというわけである｡

ポズラップが行なった土地利用システムの

分類の目的とするところは,人口成長 と農業

発展の関係を検討するために,土地利用の集

約度をまず休閑期の長短を指標として区分す

ることにあった｡粗放から集約-とむかう過

程では,根菜類から穀物類への変化,またそ

れに伴 う農業従事者ひとりの時間当た り生産

高の低下が想定されている｡

ところで本書で著者が試みている稲作を主

体にした作付方式の類型化では,BからDに

むかって全体としては,休閑期間の短縮の方

向を示してはいる｡ ところが,A東南アジア

における祖型 とされているものは短期休耕で

あるのに対して,Bは森林または薮地休耕で

あって, AからB- むかうという発展過程

は,休耕期間の長短を尺度にすれば明らかに

逆行する過程である｡ またCの半永久的耕作

では, 1.-3の序列は湿地,平地およびゆる

やかな起伏地の唄に酉己列されてお り,ここで

の分類の基準は一応休耕期間の長短におかれ

ているが,あとの区分には作付立地,移植,直
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播の別,耕起の方法などがすべて列記 されて

いるにすぎない.結論から言えば,マレー半

島部における稲作がすでに述べたように,起

源を異にする複数の系譜の複合によって成立

していることを考慮すれば,ここでは単一の

進化モデルを設定することは不可能なのであ

ろう｡ しか しそれぞれの立地条件や時代に応

じて地域によって多様な稲作方式がiその相

互間に技術的要素の授受を伴いっつ,重層的

に展開したマレー半島部における稲作の生態

壁 (ecotype)が,ここに整理されたのである

か ら, これらの生態型を用いて,さらに各地

域の稲作技術の進化の特徴が明確にされるこ

とがのぞまれる｡

なお著者は休耕期間の短期化,および半永

久耕作における草生休耕への移行の契機 と,

その過程で生じたとみられる耕作様式の変化

についての考察を加えている｡ とくにあとの

問題については,ボズラップがこの段階に進

むためには,梨の使用が必要であると述べて

いるのに対する論議 である｡ 著者は例 とし

て,パハンでの草地休耕作では確かにマレー

翠 (tenggala)が用いられていたが,この地

域では雑草の種類が,地下 ･地上茎の発達が

旺盛な ものでなかったから,必ずしも型桝は

不可欠ではなかったと考えている｡また,土

を掘りおこす小鍬 (changkol)が使用 された

という観察資料 も全 くないという｡ とすれ

ば,各地でその段階への移行を可経にした技

術は何であったのか｡著者はこの点に関して

明らかな答えは示 していない｡ しかし草地休

耕 システムの起源のひとつの可能性 として,

湿地耕作の技術の平地やゆるやかな斜面での

耕作-の適用を挙げている｡ 以下に,このこ

とに関連 して少 し述べておきたい｡

19世紀のマレー半島各地域で,水牛による

踏耕 (lanyak)が広 く行われていたことは,

著者 もすでにしるしているとお りである｡ ベ

ラク河流域の数年間の放牧を伴 う水田作 と,

その内陸部における湿地や丘陵での垣播短期

耕作,クランタン, トレンガヌなどの 3年に

1回の休耕を伴 う天水田での直播栽培,パハ

ンの湿地において乾燥したところを利用して

苗床 とし,踏桝によって準備した本田での移

植栽培法 などである｡ 勿論 これらの地域 で

は,型が利用される場合 もあった｡

一般に熱帯降雨林の川沿いや,沿岸低湿地

の焼畑稲作では, 耕地 の均平作業 は行 われ

ず,穴播または穴植栽培が行われる｡次に畦

をめぐらせ水深を制御 し,毎年水稲を栽培す

る段階に進むにつれ土壌の乾燥･固化が生じ,

代かき ･草の踏みこみを同時に行 うことが必

要 とな り,踏桝が行われる｡即ち,蒋耕湿地

稲作が連年作付へと進化する過程において,

踏桝が始まったとみ られ [田中 ;古川 1982:

37],また踏耕散播は,植付棒移植とともに通

年湿性の海岸部にあった技法で,かつてマレ

ー世界に広 くみられたという [高谷 1982]｡

これらのことを考 えあわせると,湿地耕作技

術の一般平地,康斜面での適用を可能にし,

草地休耕システムの展開を可能にした技術的

要因は,家畜による踏排ではなかったかと考

えられる｡また耕地の地形が制限条件 となら

ない場合には地域によってはマレー型が用い

られ,地域,時代によっては,踏桝に用いる

ための多数の家畜飼養の可香 も梨耕-の転換

のきっかけとなったと考えられる｡

なお著者は家畜の利用 と飼養の状況につい

てとりわけ注 目し,その放牧形態への関心を

示 しているが,これはヨーロッパ等における

ような輪作システムとの類似性をそこにみよ

うとしたのであろうか｡

最後に著者は各地域における農業発展の特

徴を,とくに商業化が進みつつあった近隣各

都市 との関係でとらえてその地域性について

述べている｡ すなわち,農業が商業化して行

く過程において,それが乗約化の方向にむか

ったかまたは稲作耕地の拡大へとむかったか

159



東南アジア研究 25巻 1号

について,可耕地の存否 との関連において単

純化 したモデルをつ くり,それを各地域にあ

てはめ整理している｡その結果,北西部のケ

ダ,ベル リスの平野部で農地開発 とともにあ

る程度の集約的技術を伴 った栽培が発展を遂

げたことが明示 されている｡その原動力とな

ったのはその地域の土着の企業家たちの商業

的営為 と土地 を得 ることへの意欲によるとこ

ろが大きいとしている｡

この地域を含むアジアの稲 と稲作の歴史に

ついての最近の研究成果は著 しい ものがある

[渡部 1983a;1983b]｡ また, マレー半島

においては米の自給率の向上がなお必要 とき

れ,水槽作は現在 も多 くの課題 を抱 えてい

る｡この時期にあたって,マレー半島に視点

を定めた稲作史が出版 されたことは高 く評価

されるとともに,新 しい研究段階へのさきが

けとしての意義 も大 きいといえよう｡しか し,

さいごに評者 としては,今後 さらにアジア人

による土着的な視点か らのマレー半島の稲作

の現状 と歴史が書かれることを期待 したい｡
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